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　本年発生した熊本地震で被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。
また、被災地で日夜を問わず災害対策にご尽力されている皆様に深く敬意と感謝の意を表すとともに、
被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。
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第13回 ヘルスリサーチワークショップのテーマ決定！
第23回 ヘルスリサーチフォーラムプログラム決定！！
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リレー随想 日々感懐
日本慢性疾患重症化予防学会  代表理事   平井 愛山 氏

Zaidan, What’s Next

温故知新　「財団助成研究・・・その後」
八田 政浩氏 

研究助成成果報告 (3 編 )
田口 敦子氏、上野 悟氏、中西 三春氏 

第13回ヘルスリサーチワークショップのテーマ決定！

第13回ヘルスリサーチワークショップ趣意書・メッセージ

理事会・評議員会レポート
（決算報告／理事・監事・評議員の改選）

第23回ヘルスリサーチフォーラムプログラム決定！！

第23回ヘルスリサーチフォーラム開催迫る／
ご寄付のお願い
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未来を変える
〜ネコ型ロボットと共生する時代へ〜

4 月1日（金）及び 8 月 5 日（金）に、
第13 回 ヘルスリサーチワークショップ（以下 HRW という）の幹事・世話人会が開催され、

第13 回 HRW のテーマ、参加者等が、以下の内容で決定しました。

     第 13 回 ヘルスリサーチワークショップのテーマ 決定！

今回も、ワークショップの基本スタンスは「 “ 出会い ” と “ 学び ”」にあり、多彩な人材が参加して、
出会い、そして楽しく学ぶことが最大の目的とされています。

「 進む高齢化と地域の偏在化の日本で、ロボット／人口知能の発展はそれらへの解決の 1 つの対応策と
考えられ、現実にそうした動きは既に始まっている。ロボット／人工知能と人間はどのように共生して
いくのか／いけるのか？ もう一方の対応策である移民受け入れということも含めて、人々の新たな文化・
価値感が作られて行く中でヘルスリサーチはどのような位置付けになっていくのか」という趣旨から、
基本テーマは「 未来を変える 〜ネコ型ロボットと共生する時代へ〜｣ に決定しました。
具体的な内容は、11 月に開催する幹事・世話人会で決定する予定です。

（第 13 回 HRW の趣意書と各幹事・世話人からのメッセージはＰ 9 〜Ｐ11 に掲載しています。）

開 催 日 ：  ２016 年 1 月 28 日（土）・29 日（日）（1 泊 2 日）
開催場所 ：  アポロラーニングセンター （ファイザー（株）研修施設：東京都大田区）
参 加 者 ： 招待、推薦、公募により40 名程度

幹事・世話人会
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本年 1 月に実施した第 12 回 HRW『「 ビジョンをつくる」ヘルスリサーチ』の内容を記録した冊子が
近日発行の予定です。
基本テーマに沿って、ワールドカフェ方式により 2 日間に亘って繰り広げられた熱い議論の記録集です。
完成後、ご希望の方にご送付いたします。
申し込み方法は財団ホームページをご覧ください。　（ 無料、数量限定 ）

◆◆◆◆◆ 第12回HRW 記録集冊子を近日発行いたします ◆◆◆◆◆

 近日発行！

第 13 回 ヘルスリサーチワークショップ
■ 幹事・世話人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【敬称略・順不同。（　）内は 2016 年 6 月現在の所属／役職。】

 代表幹事 北村 大 （三重大学 医学部附属病院・総合診療科　助教）

 幹　事 朴 相俊 （公益財団法人身体教育医学研究所　研究部長）
 　〃 渡邉 奈穂 （東京慈恵会医科大学医学部看護学科 基礎看護学　助教）
 　〃 高尾 相俊 （岡山大学大学院医歯薬学総合研究科疫学・衛生学分野　講師）

 世話人 窪田 和巳 （横浜市立大学医学部臨床統計学　助教）
 　〃 岡田 浩 （京都医療センター臨床研究センター予防医学研究室　研究員）
 　〃 福田　 吉治 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科　教授）
 　〃 高橋 美佐子 （朝日新聞　文化くらし報道部　記者）
 　〃 石堂　 民栄 （チームグクルＬＬＣ　代表社員・保健師）
 　〃 豊沢　 泰人 （ファイザー株式会社経営政策管理本部　執行役員本部長）

■ サポーター 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【敬称略・五十音順】

  秋山 美紀 
  猪飼 宏 
  石田 直子 
  今井 博久 
  大久保 菜穂子 
  岡崎 研太郎 
  小川 寿美子 

  金村 政輝 
  川越 博美 
  後藤 励 
  佐野 喜子 
  島内 憲夫 
  菅原 琢磨 
  都竹 茂樹 

  當山 紀子 
  中島 和江 
  中村 伸一 
  中村 洋 
  中村 安秀 
  長谷川 剛 
  平井 愛山 

  福原 俊一 
  藤本 晴枝 
  安川 文朗 
  山崎 祥光 
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◎第26 期（平成 27年度）事業報告
１．第24回研究助成　（（  ）内は第23回｟平成 26 年度｠実績）

応募件数 採択件数 助成金額（万円）
国 際 共 同 研 究 49 (  46 )  8 (  8 ) 2,297  ( 2,276 )
国内共同研究（年齢制限なし） 83 (  70 ) 11 ( 11 ) 1,344  ( 1,327 )
国内共同研究（満 39 歳以下） 67 (  55 ) 14 ( 14 ) 1,359  ( 1,378 )

合　　　計 199 ( 171 ) 33 ( 33 ) 5,000  ( 4,981 )

2.　第22 回ヘルスリサーチフォーラム／平成 27年度研究助成贈呈式の開催
平成27年11月28日（土）千代田放送会館（東京都千代田区）にて、「地域を守るヘルスリサーチ」
のテーマによる研究成果発表を行った。平成 25 年度研究助成成果 27題、一般公募演題 3 題が
発表され、同時に、第24回（平成27年度）研究助成金の贈呈式が行われた。
なお、内容をまとめた小冊子は平成28 年5月に配付した。

3.　第12 回ヘルスリサーチワークショップの開催
平成28 年1月30日（土）〜 1月31日（日）、アポロラーニングセンター（ファイザー（株）研修施設：
東京都大田区）で『「ビジョンをつくる」ヘルスリサーチ』の基本テーマで、招待、推薦及び公募に
よる参加者、幹事・世話人、サポーター並びに当財団役員等72 名の参加により開催した。
2 名の演者による基調講演の後、本年の基本テーマ『「ビジョンをつくる」ヘルスリサーチ』に沿っ
て、参加者は、6つのグループに別れて、途中メンバーを入れ替えながら、2日間に亘る活発な討
議を行い、各チームによるグループ発表と全体討議がなされた。また、参加者間の課題共有をよ
り深くするために、13 名の発表者による「ほろ酔いポスターセッション」を情報交換会終了後に実
施、こちらでも活発な討議が繰り広げられた。
なお、記録集については10月配布の予定である。

4.　財団機関誌「ヘルスリサーチニュース」の刊行
4月・10月の年間2 回（１回あたり14,000 部）発行し、全国大学医学部、薬学部、看護学部、経
済学部、学会、研究機関、報道機関、厚生労働省、助成案件採択者ならびに財団役員等に配付
した。

5.　財団ウェブページの全面改修及び新ロゴマークの制定
平成27年 4月1日に、研究助成の応募、ワークショップ、フォーラム等への参加申込等をより充実化
するために財団ウェブページを全面的にリニューアルした。また、これに伴い財団独自のロゴマーク
を策定した。

6.　寄附金募集活動
出損企業であるファイザー株式会社からの寄附金4,500万円を含む、個人及び団体から20 件、
4,610万円の一般寄附金が集まった。

東京都新宿区の京王プラザホテルで平成 28 年 5月27日（金）に開催された第16 回 理事会、並びに
同理事会決議により「書面による開催」（一般社団・財団法人法第194 条第1項並びに財団定款第26
条に基づく決議の省略）が行われた第 8 回 評議員会において、第26 期事業報告並びに決算報告書が
承認されました。

第 26期（平成 27年 4 月〜　
平成 28 年 3 月度 ）事業報告

並びに決算報告書を承認

— 第 16 回 理事会、第 8 回 評議員会を開催 —
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◎ 第26 期事業報告並びに決算報告書
平成 27年度の経常収益は9,948万円であった。内訳は、基本財産からの運用収益 5,191万円、出
捐企業からの寄附金4,500万円、企業・個人からの寄附金110万円などであった。基本財産からの
運用収益については、予算策定時には6,202万円を想定していたが、その後、運用益が大幅に改善
された為替レート連動金利型仕組債が早期償還になったこともあり、最終的には、当初予測を下回
ることとなった。
｢事業活動に係る費用」に関しては支出実績ベースで研究助成事業費5,000万円、ヘルスリサーチ
フォーラム費1,113万円、ヘルスリサーチワークショップ費 721万円、財団機関誌費477 万円であった。
また、研究助成応募、ワークショップ参加応募等の手続き等を充実化するためのウェブページ全面リ
ニューアルに635万円等となり、｢事業費支出計（総事業費）」は、総額 8,491万円となった。
管理費は総額440万円となり、第26 期の事業費と管理費の合計である「事業活動支出計（総費用）」
は、8,931万円となった。
指定正味財産金額は前年同額の22億円で、一般正味財産期末残高については5 億 6,762万円とな
り、正味財産期末残高の総額は27億6,762万円となった。
期末基本財産は有価証券で25 億1,904万円、定期預金で1億 2,784万円の、合計 26 億4,689万円
となった。
財団の事業報告につき、監事から、「法令及び定款に従い、当財団の状況を正しく示しているものと
認める」との監査意見を得ている。又、財務諸表及び収支計算書についても、「当財団の財産及び損
益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める」との監査意見を得ている。

（貸借対照表・正味財産増減計算書は14ページに掲載）

第16 回 理事会

議長：島谷  克義 理事長
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科　目 当 年 度 科　目前 年 度 当 年 度 前 年 度

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１ 経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　①基本財産運用益
　　　②特定資産運用益
　　　③受取寄付金
　　　④雑収益
　　　経常収益計
　　（2）経常費用
　　　①事業費
　　　　旅費交通費
　　　　通信運搬費
　　　　会議費
　　　　消耗什器備品費
　　　　消耗品費
　　　　印刷製本費
　　　　諸謝金
　　　　アルバイト費
　　　　支払助成金
　　　　会場費
　　　　機材費
　　　　運営人件費
　　　　情報交換会費
　　　　広告費
　　　　雑費
　　　事業費計
　　　②管理費
　　　　旅費交通費
　　　　通信運搬費
　　　　会議費
　　　　消耗什器備品費
　　　　消耗品費
　　　　印刷製本費
　　　　出席謝金費
　　　　雑費
　　　管理費計
　　　経常費用計
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額
　　　　評価損益等計
　　　　当期経常増減額
　２ 経常外増減の部
　（1）経常外収益
　　　　 基本財産償還益
　　　　 指定正味財産からの振替
　　　  経常外収益計
　（2）経常外費用
　　　  経常外費用計
　　　　当期経常外増減額
　　　　当期一般正味財産増減額
　　　　一般正味財産期首残高
　　　　一般正味財産期末残高
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　指定基本財産運用益
　　一般正味財産への振替額
　　　当期指定正味財産増減額
　　　指定正味財産期首残高
　　　指定正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高

51,907,813
13,320

46,107,366
1,451,384
99,479,883

2,575,155
1,544,480
587,256
7,192,411
1,217,534
11,182,927
2,169,442
3,494,376
50,000,000
1,002,132
903,960
1,454,409
1,548,170
7,560
35,142

84,914,954

410,924
715,601
421,219
282,650
524,987
159,760
746,179
1,134,920
4,396,240
89,311,194
10,168,689

0
10,168,689

0
0
0

0
0

10,168,689
557,451,301
567,619,990

45,100,762
△ 45,100,762

0
2,200,000,000
2,200,000,000
2,767,619,990

61,877,000
13,077

46,018,300
57,204

107,965,581

2,267,759
2,375,897
427,886
521,640
1,012,235
23,670,992
2,330,823
2,416,138
49,809,950
1,100,736
774,360
2,104,369
1,632,992
7,560

1,024,878
91,478,215

350,855
835,892
431,352
205,940
328,898
136,737
645,946
601,925
3,537,545
95,015,760
12,949,821

0
12,949,821

121,780,000
78,220,000
200,000,000

0
200,000,000
212,949,821
344,501,480
557,451,301

57,160,444
△ 135,380,444
△ 78,220,000
2,278,220,000
2,200,000,000
2,757,451,301

59,722,595
59,722,595

127,844,207
2,519,044,000
26,46,888,207

53,160,050
8,000,000
61,160,050

2,708,048,257
2,767,770,852

150,862
0

150,862

2,200,000,000
（2,200,000,000）

（0）
567,619,990

（446,888,207）
（61,160,050）
2,767,619,990
2,767,770,852

260,312,860
260,312,860

127,844,207
2,317,335,000
2,445,179,207

53,160,050

53,160,050

2,498,339,257
2,758,652,117

1,200,816
0

1,200,816

2,200,000,000
（2,200,000,000）

（0）
557,451,301

（245,179,207）
（53,160,050）
2,757,451,301
2,758,652,117

Ⅰ　資産の部
　１ 流動資産
　　　現金預金
　　流動資産合計
　２ 固定資産
　　（1）基本財産
　　　　基本財産定期預金
　　　　基本財産有価証券
　　　基本財産合計
　　（2）特定資産
　　　　研究助成事業強化積立基金
　　　　30周年事業積立基金
　　　特定資産合計
　　（3）その他固定資産
　　　固定資産合計
　資産合計 
Ⅱ　負債の部
　　流動負債合計
　　固定負債合計
　負債合計
Ⅲ　正味財産の部
　１ 指定正味財産
　　指定正味財産合計
　  （うち基本財産への充当額）
　  （うち特定資産への充当額）
　２ 一般正味財産
　  （うち基本財産への充当額）
　  （うち特定資産への充当額）
　正味財産合計
　負債及び正味財産合計

◆ 貸借対照表 ◆ 正味財産増減計算書平成28年3月31日現在 （単位：円） （単位：円）平成27年4月 1 日から
平成28年3月31日まで
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評議員会では、理事・監事・評議員の任期満了並びに1名の理事の退任に伴い、当該1名を除く理事・
監事及び評議員全員の再任と1名の理事の新任が承認されました。今回理事を退任された松田朗先生
は当財団設立時の主務官庁 厚生省大臣官房厚生科学課長として、文字通り財団誕生からひとかたなら
ぬご支援を下さり、その後も質の高い財団活動へ大変なご尽力を下さいました。慎んでお礼申し上げます。
新理事には安達 一彦先生が就任されました。また、新選考委員に佐原 康之先生が就任されました。

更に、7月21日には、書面による理事会決議で、代表理事（理事長）に島谷克義氏、執行理事（常任理事）
に豊沢泰人氏が選出されました。

理事・監事、評議員が改選されました

 新 理 事

一般財団法人
救急振興財団
専務理事
安達  一彦 氏

 退 任 理 事

松田　 朗 氏

平成28年6月30日現在 の 理事/監事/評議員並びに選考委員

■ 理事・監事
　理事長 島谷　 克義 ファイザー株式会社顧問
　常務理事 豊沢　 泰人 ファイザー株式会社執行役員
　理　事（新任） 安達　 一彦 一般財団法人救急振興財団専務理事
　理　事 井伊　 雅子 一橋大学国際・公共政策大学院教授
　理　事 伊賀　 立二 東京大学名誉教授
　理　事 小松　 浩子 慶應義塾大学看護医療学部教授
　理　事 長谷川 　剛 医療法人社団友愛会上尾中央総合病院院長補佐
　理　事 福原　 俊一 京都大学大学院医学研究科医療疫学分野教授／福島県立医科大学副学長
　理　事 丸木　 一成 国際医療福祉大学常務理事・大学院教授
　監　事 遠藤　 　明 公益財団法人生駒会松戸診療所長
　監　事 片山　 隆一 公認会計士

■ 評議員
　評議員 岩崎　 博充 ファイザー株式会社名誉会長
　評議員 梅田　 一郎 ファイザー株式会社代表取締役社長
　評議員 大塚　 宣夫 医療法人社団慶成会会長
　評議員 甲斐　 克則 早稲田大学大学院法務研究科長／教授
　評議員 河北　 博文 社会医療法人河北医療財団 理事長
　評議員 島内 　憲夫 順天堂大学国際教養学部副学部長
　評議員 永井　 良三 自治医科大学学長
　評議員 西村　 周三 一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構所長
　評議員 平井　 愛山 千葉県循環器病センター研修アドバイザー
　評議員 矢作　 恒雄 作新学院大学副学長兼大学院長／慶應義塾大学名誉教授

■ 選考委員
　委員長 永井　 良三 自治医科大学学長
　委　員 伊賀　 立二 東京大学名誉教授
　委　員 甲斐　 克則 早稲田大学大学院法務研究科長／教授
　委　員 小堀  鷗一郎 国立国際医療研究センター名誉院長
　委　員（新任） 佐原　 康之 厚生労働省大臣官房厚生科学課長
　委　員 平野  かよ子 長崎県立大学副学長
　委　員 矢作　 恒雄 作新学院大学副学長兼大学院長／慶應義塾大学名誉教授

（敬称略・五十音順）
役員は非常勤
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1 年間の寄付金の合計額又はその年の所得の
40％相当額のいずれか低い金額から、2 千円を
引いた金額が所得税の寄付金控除額となります。

個
人
の
場
合

寄付金は、通常一般の寄付金の損金算入限度額と
同額まで別枠で損金算入できます。

法
人
の
場
合

当財団は公益財団法人です。
公益財団法人は、教育または学術の振興、文化の向上、社会福祉への貢献その他公益の増進
に著しく寄与すると認定された法人で、これに対して個人または法人が寄付を行った場合は、
下に示す通り、税法上の優遇措置が与えられます。

（詳細は財団事務局までお問い合せ下さい）

ご寄付をお寄せ下さい

手数料のかからない郵便局振込用紙を同封しております。
財団の事業の趣旨にご理解下さるようお願いいたしますとともに、皆様からのご寄付をお待ちしております。

公益財団法人ファイザーヘルスリサーチ振興財団 〒 151-8589 東京都渋谷区代々木 3 丁目 22 番 7 号  新宿文化クイントビル
TEL: 03-5309-6712  FAX: 03-5309-9882
©Pfizer Health Research Foundation
E-mail:hr.zaidan@health-research.or.jp ◆ URL:http://www.health-research.or.jp

ご不明な点は何なりと財団事務局までお問い合わせ下さい。 ▼ ▼ ▼ TEL：03-5309-6712
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※プログラム内容、その他 詳しくは本誌 P.16 〜 18 をご覧下さい。

第23 回 ヘルスリサーチフォーラム及び 
平成28年度 研究助成金贈呈式を開催いたします！

第23 回 ヘルスリサーチフォーラム及び 
平成28年度 研究助成金贈呈式を開催いたします！

■ 日　時：平成 28 年12月 3 日（土）
　　　　　　　　　　　　　10 時 00 分 〜 18 時 30 分（9 時 30 分よりポスター見学可）

■ 会　場：千代田放送会館（東京都千代田区紀尾井町）

 ■ 主　 催：公益財団法人 ファイザーヘルスリサーチ振興財団
 ■ 後　 援：厚生労働省（予定）
 ■ 協　 賛：一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構

参加費
無  料

基本テーマ▶医療・介護・福祉のパラダイムシフト

参加お申し込みは当財団ホームページからお手続きをお願いします。
URL : http://www.health-research.or.jp

申込〆切：平成 28 年 11月14 日 ( 月）

 開催迫る！
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